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マルクス 『経済学批判要綱』における
｢固定資本｣･｢流動資本｣に関する一考察




































嶋 田 力 夫











































































































































? ? ? ? ? ?































































































































































































































































































本 の 由来 す る源 泉 は,本 源 的 に (origi-




























について,特に ｢形 態 Nn2｣- ｢小流通｣的














































の方途として ｢小流通｣的 ｢流動資本｣を ｢大流
通｣のそれに包括させねはならなかったのであっ
た｡この解決の仕方が 『資本論』体系の形成にい
かなるインパクトを与えたかの解明は別の機会に
ゆだねざるをえない｡
〔注〕
(1) この点については,拙稿 :マルクス『経済学批
判要綱』における｢プラソ｣と｢資本の流通過程｣
(1),(2)(F長野大学紀要』6号,8号,1976年10月,
1978年10月)を参照されたい｡
(2)拙稿 :マルクスF経済学批判要綱』における｢流
通費用｣について(『長野大学紀要J10号,1979年
11月)を参照されたい｡
(3) 水谷謙治｢r経済学批判要綱Jにおける資本の流
通過程｣下,(r立教経済学研究1第23巻4号,1970
年1月)19貢｡
(4)山田鉄夫｢固定資本と蹄動資本｣(所収,佐藤金
三郎他編『資本論を学ぶIH有斐閣,1977年9月)
87-88頁｡
(5) この点は水谷謙治氏の言う｢一般的規定｣とい
われるものであるが,それはともかく,このよう
にマルクスが,｢総過程｣的｢固定資本｣のうちに,
｢商品資本,貨幣資本｣および生産資本たる｢生
産諸条件としての資本｣という三つの資本形態を
規定している点が注目される｡このことは直ちに
マルクスがここで ｢資本循環の三形式｣を説いて
いるものと速断することはできないが,ただ,こ
の三つの資本形態の指摘は資本循環論を展開す
るうえでの重要な指摘と言ってよく,その意味か
らすればここに資本循環論の萌芽をみてとるこ
とができようOなお,この点については拙稿｢資
本循環論の形成--特に 『要綱』から ｢初稿｣ま
でを中心として- ｣(所収 :山口重克･平林千枚
編 『マルクス経済学･方法と論理』,時潮社,1984
年)を参照されたい｡
(6) マルクス著/中峯照悦･大谷禎之介他訳F資本の
流通過程- 『資本論』第2部第1稿- J,大月
書店,1982年,25-26頁｡
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